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今年から 17年も前の昭和 7年、私の16才の春の 5 用
中旬、今から思ラと私の採集涯の中心時代のととで重苦
つ? と。母を 5才で亡〈して失と弟の 3入で淋しい生活
をしていた春の 5)318日の夕方、私 1人で夕飯をとし
ら- ぇ、ついでに雲彦山氏明朝出発ナるたあ& " C 握り飯を
つくれ中& " c 梅干を入れて 3図の食屋を準備して朗自
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採集& " c 出る祭しさから午前 2時代は目が醒あた。昨
夕つ〈った握り飯を胴前代入れ野加に新聞紙をうんと
諮る自事事事につけ草木も限る丑繍時代小さい胸をl I jsb
せ乍b 自宅を発った。

、 初占bての雪量若山、 -1枚の地図a : :11買り民山花向¥ f ' 、姫
路を過ぎて零彦部落についたのは夜の明枚方で< i ! > った

そとの杉林のλI、経を通って雲彦神経の社務所代つ< : - '
，寸手前で夜明けの杉林の暗¥ [ 、中かb 白い奇麗な才Eがゆ
らゆらゆれて私を迎えて司くれ? と o 下りて早速、数本を
採集して見たが名前の列らぬ植物宏、後で周伐先生Fて
鑓定して裁いてシュングユギグと教えられた o との初
印象から頭の惑い男乍 b今でもはっきりと記憶してい
る。との辺で犬が何匹も出て遣を尋ねる私& " c 吠えつい

? 号。と，のとわさからカー Jのかぎり自縛草のA タ

f  .  ， 

"、

Jレを踏んだのもとの時
の，思い出世。そして枇
務所にた: ! : : りついて、
柏尾氏かb 親切に遣を
教えられ無事目的を果

vナどとが出来た。

木馬主主の終点を少し
行き、構の手前から2主
& " C 折れて、山皇室と登山 l

道の分岐点との辺をよ
〈注意して教えて下さ
った。本年6月、北村
先生等と再度の登山で
生々と当時のととが呼
ぴ起とされた。出雲
岩の附近で美しい苦言
花をつけた。石商を小
さくした様な植物&"CJ:I:I
司会v、随分珍らし〈て、

とれもあとで国代先生
から
激つ? と。との肉で私に
は一番魅力のある穏物
であった。英@ 他美
し〈てずほれぼれき，
れたものを拾うて見るー

と、ウスギ司! l デグの珍奇花が群生ナる、花は他のも

媛の花言葉" t r C なりそうだ。本種とオ目前後した陰地には.

b れる。柁は前年枝の先端tてついて白色、一寸梅の花
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を思わせ; る。可憐な花が脳裏かち離れザよい、アカヤ V
オの群落も幽当山の代表的なもので』土大優美な白桃色の大
国をつ〈る。開花時代は山容を一変しなぐではおか

ない。他民零彦山の柁嫁さんが頬紅をつけてミ頭をうな
官、tiた擦な 4 ードウダンB 車たい鰯感と繊細な葉のfすき
方とzが〈入の手弘恵わせるようなず~ ンキシナナかマ下
高山植物が代表愛' と誰れ・でも忠わせJるホンAγヤグナグ
の犬群落な呂、と; れ毒事ば無論総なが名称がリらぬので

ごるまえで v-C
から野加に移し? とととを，jtえ右いる頂上裏手で太シジ
ヤグナグの大樹を兵司、とδ;れ、ま玄で高I山勾槌物と

1いP 込んでい7たご手私4は‘六きさ.とと一← ぐしさ:/iて驚かされた。
さ句、は天ifの名山だと鋭あ直して・み? と o ;j:白尾弐Uて教え
られ? とま弘氏右折しで谷川の方κ下りで、その辺で黒
紫色の花をつけた、実際Uて沼ごコ可白羽二の重うる: 天南星科

少し下りると谷川iの辺v-cCtJ る。荷物を下して昨夕つ
くった握り飯事乙出しで谷川! の水を，飲 乍J 中王訟をした
むの山は今までに主去った? ととのない、よぐ茂ーった山巴
ある。とうと、と流れ，る谷合いで寒芯と民子供時代代閣
かされ」た陶芸霊1 " か
h りさうな谷間で: あごコた0 ・の度の採集会でゐ、北村
博士、田川博士を初め私の、と・の思いkf : ! の谷合いで過
ぎ?と!t年時代の大望を唯一 ! 序び起とし笑を? と与えょっ
L 中食をした。

中食主ど終えると平速走ーり・麹. てサンザン採集し? と 0

汐 5 5 時過ぎ、紅務品c二つい丸野加v-c'移し、多数の獲
物を自草草草v-ccつけ-Q'F穂郡平干年の我家をさl Y てベタyレ
を踏ん史。

げでv、る、京大、故国代義太郎先生宛tて発迭した。その
中の N o，37のみは
大の中弁先生が鑑定して下さったとかの理由で薬害で
f N o， 37 は Arisaema kiusiana 'Makino ( ' ? ) 国メ
ウiラシ'"' y  
採集された. し、間代1 の返事をa得、いた。
上のとと

先生から、雲彦山の天南E屋王採集の依頼獄が再E皮芝到着し
? たピ。然し敬耳戟設前後の食亭情やず抑て遁機関の障碍ほ想像以
上でL渇ああ.-:Jつたので二3つい、実行，るととが出来す絵、のびo
び Uてをな三ブ芯いる、ち、国代先生は昭和21年 2 周10日、
天南星の解決色見られ、ず、他界されて了った。
処が昨年11刃1 4 . 日、北村先生? て印南郡大塩の野地菊

の御指導' Z . 御願いした所、大塩の採集中、先生から思
いがけぬ、震彦の天南星o言舌tて移、り阜、明年伝是' 非、行
って採集研究しずとい! と・のととで、本年植物採集会を催

した失策でした。幸い私がι本をー採集唱し、北村先生代
差し上げ? と所、新種の由民えだ、植物分類地理、 14念 1
王子氏 Arisaema seppikoense Kitamura 奪彦テシナ
シγ百ウと角P命名発表tてなρたものである。
とtt1fで永年の類、籍者の登録も済み天下晴れでの行動

も許まれるわけで助産婦役の私も、むの子のよル健Uて
繁茂成長し何時までも雲彦山の代表名花。としてミ生き長
ちんととを lll¥ Vて念。> ベ、ンを鏑ミ。
丁度上の北村博止の発表交代図を作成されたので原

版を御借りして‘本誌に挿入した。同先生のー ならぬ
御好意化対しで厚〈御礼主主申し上げたい。

末霊堂乍ら私の少年時代から色々御指導御鞭縫を受け
た。もと3京大講師、故田代善大郎先生の霊に対しで厚
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10日許
附記 当日の模様は岩谷成彦尽の零彦山植物採集記

に詳細出℃いま1すので省略した。
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編集後記

安事 4 王子を刊行，‘るむとが問' * 玄1ぜた。御協力左深謝
したい。

ム又本号刊行に当王子建築株式会経冷長曾我熊太郎
正記は本会の主旨》て賛同さ: れ多一大の御支援を、得た。た

号の御好意 Uて重ねで感謝したい o
ム十本号より会員諸氏の決議代より百舌欄を設けぎした

ラた号 eより、せいぜい御投稿を願い度い O

ム何時も赤字続きで因。、埼属Jりまナから会費未納の
ばE ! E 念、各支部、或は明石市際立明石高佼統谷タ: 雄宛
主主金願い度い o

ム経費の稔: 出の一方法と! しで賢官を募つで居りますが
消極的な編集で子では、なかなか手が廻切らず図つで唐
りまナ故、是非皆様の御協力、御支援を願い度〈重
ねで懇願致レf J t . い。
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